CORONA 


コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 


お客様へ 

本製品は消費生活用製品安全法（消安法）で指定される 
特定保守製品です。 

法定点検を受けるために所有者登録をおこなってください。 
(製品に同徊した「所有者票」に記入し投函願います。） 

正し<使って上手に節約 


エフエフジーエツクス 


エス エフエフジーエツクス 


FF-GX389S • FF-GX509S 



このたびは、コ□ナ石油ストーブをお買いあげ 
いただき、まことにありびとラございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになるちがい 
つでち見られる所に「保証書」と巧に大切に保 
管しでください。 


A 警告 

I ガソリン使用禁止 

ま用燃料：な油 

KEROSENE ONLY 


A 警告 

裕排気筒を必ず点検してください 
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□ 特にま意しでいただきたいこと 

(安をのために必すお守りください) 一 1〜2 


* な油の廃棄についで - 2 

B 各部の名称 - 3〜4 

•外観図.構造図- 3 

•操作部-表示部の名称と働き- 4 

且使用する場所- 5 

Q お用育!)の華備-5~6 

•燃料- 5 

•給油- 6 

•運転開始前の準備と確認- 6 

且使用方法 - 7〜11 

•運転開始（点乂）-- 7 

•室温の調節（自動運転） - 7 

•ゆらぎ省エネ運転 - 8 

• 乂力調節（手動による固定乂力運転） 一 8 

•運転停止（消乂）- 8 

•現在時刻の合わせかた- - 9 

•おはよラタイマー運転 - 9〜10 

• おやすみ1時間タイマー運転-10 

•チャイルド□ック-11 

• 自己診断モニタ-11 

□ 日常の点検-手入れ-12〜13 

□ 定期点検 - 14 

回部品交換のしかた-14 

回保管（長期間使用しない場台）-14 

四安き装置-15 

田その他の装置 - 16 

旧故障•異常の見分け方と処置方法 一 17〜18 

旧据巧け.移設 -19〜20 

旧 仕様^- 21-22 

旧アフターサービス--22 


^株ぶをな 
































































カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちのを 
近つ'けないでください。 

乂災び発生するおそれが'あり 
ます。可燃物との離隔距離に 
ついでは、標準据付図冥19ページ)を参照しでください。 



u 紐こま意していただきたいこと度全のためにおず約りください) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産へ 


の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をし 
でいます。その表示と意日未は次のよラになつでいます。 
内容をよく理解しでから本文をお読みください。 


A 警告 


この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能 
性または乂災の可能性び想定される内 
客を示しでいます。 


A ま意 


この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人び傷害を負ラ可能性や物 
白勺損害の発生び想定される内容を示し 
でいます。 


A 

(§) 
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絵表示の例 

么記号はミ主意を促す内容びあることを告げるちのです。 
図の中に具体のなを意内容(左図の場含は一般のなま 
意)び描かれでいます。 

〇記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 
図の中やお傍に具体的な禁止内容(左図の場含はガソ 
U ン禁止)び描かれでいます。 

〇記号は行為を指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場含は一般的な巧 
為の指示)び描かれでいます。 


么警告 (WARNING) 





ガソリン厳禁 

ガソ IJ ンなど揮発性の高い油は、絶巧に使用 
しないでください。乂災の原因になります。 

給排気筒トップ閉そ < 危険 

給排気筒トップの周りび雪でふ 
さが'れたまま使用しないでくだ 
さい。ふさびれでいるときは、 

除雪しでください。 

また、板などによる「雪固い」 

は給排気の妨げになるのでおやめください。閱そくしで 
いると運転中に排ガスび室内に漏れで、危険です。^ 

温風吹出口をふさびない 

巧類、紙などで温風吹出□や空気 
取入□をふさが'ないでください。 

巧類、紙などでふさぐと、乂災の 
原因になります。 

給排気筒(管 • ホース)外れち険 

給排気筒（管-ホース）び外れ 
たまま使用しないでください。 

外れでいると運転かに排ガスび 
室内に漏れで、危険です。 

巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しない 
でください。 

巧類び落下しで乂びつき、乂災 
の原因になります。 





給排気筒トップには金網などは付けない 


給排気筒トップには、虫よけのため 
の金網などは付けないでください。 
給排気の妨げになり、異常燃焼を 
起こし排ガスび室内に漏れる可能 
性びあり危険です。 


燃 


スプレー生厳禁 

スプレーあや力じットこん 
ろ用ボンベなどを温風のあ 
たるところに放置しないで 
ください。 

熱で击の圧力び上びり、爆発しで危険です。 



ご自身での据付け 


お客様ご自身による工事は危険 

す 

据付け工事は販売店や専門業客 
にご依頼ください。（ス I ブ 
を移設させる場合ち同じです。） 


移設工事の厳禁 

q ク i 




定期点検の実施 

定期的に年に1回程度)に点検•整 
備を受けでください。 

点検を受けすに長期間使用し続け 
ると、故障や事故の原因になり危 
険です。 

点検-整備はお買い求めの販売店 


や資格客のいる店に依頼しでください。 



么注意に AUTION) 


長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

長期間使用しないときまたは保管するときは、必す電源プラグをコンじントから抜いでくださし、。 
乂災やず想しない事故の原因になります。 
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么注意に AUTION) 


異常時使用禁止 

万一異常を感じたとさは、使用 
しないでください。 

異常燃焼のおそれが'あります。 



分解修理の禁止 

故障-破損したら、使用しな 
いでください。 

不完全な修理は、危険です。 



高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、ストー 
ブ前面(ブリルの周 S ) や枠上 
部前面および給排気筒トップ 
に手などふれないでくださし、。 
やけどのおそれが'あります。 







温風に直接長時間あたらない 
でください。 

低温やけどや脱水症がになる 
おそれびあります。 




電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加え 
たり、物をのせないでくださ 
し、。また、電源プラヴを抜く 
ときは、コードを持つで引き 

抜かないでください。乂災や感電の原因になります。 

電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンじントに根元 
まで確実に差しこんでください。 

また、傷んだプラヴやゆるんだ 
コンじントは使用しないでください。乂災の原因になります。 



指や棒を入れない 

給排気筒トップに指や棒などを入れないでくだ 
さい。クガや乂災の原因になります。 


0 


改造使用の禁止 

改造しで使用しないでください。また、ス I ブ 
や給排気筒には床暖房用の熱交換器などを取りイ寸 
けないでください。 

乂災や排ガスび室内にちれる原因となり危険です。 


0 


高温部(やけど)に注意 

燃焼中や消乂直後は、高温部(ブリルの周のなど） 

排気筒(煙突、排気筒トップ、給排気筒トップ)に~ 
手などふれないでください。やけどのおそれびあります。 


A 


電源プラグのお手入れを 

ときどきは電源プラヴを抜き、ほこりおよび金属 
物を除去しでください。ほこりびたまると湿気 
などで絶縁不良になり乂災の原因になります。 



フィルタをはずしての運転禁止 

巧流用送風機のフィルタをはすしたが態で運転し 
ますと、カーテンなどを巻きこんで乂災になるお 
それびあります。 

また手などふれるとけびをするおそれびあります。 


0 


'打油の保管 

な'油は、乂気、雨水、ごみ、高温および直射曰光 
をさけた場所に保管しでください。 



ガソリンなどといっしよに保管しないでください。 
誤って使用すると異常燃焼や乂災のおそれが'あります。 


腰をかけたり、物をのせない 

腰をかけたり、やかんや巧びんなどの物をのせな 
いでください。やけどしたり、ストーブび変おす 
ることびあります。また、水び内部に入ると、 
感電、乂災、故障の原因になります。 


0 


0 


電源の接続 

参電源は適正配線された単相100 V のコンじント 
外は使用しないでください。 

発熱-発乂の原因になります。 

•電源コードは、途中で接続したり、延長コードの使用 
他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 
発熱-発乂の原因になります。 


廃棄ずるとさのま意 

ストーブを廃棄処分するときは、定'油面器のな'油 
を巧き取っでください。 （0^1 3ページ） 

な'油び入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思 
わめ事故になるおそれが'あります。 



給油時消义 

給'油は、必す消乂しでか 
らおこなつでください。 
乂災のおそれびあります。 



初めてお使いになるときのま意 

初めでお使いになるとさは、耐熱塗料などが'焼イ寸 
くまで煙と臭いび出ます。しばらくの間、窓をあ 
けで部屋の換気をおこなつでください。 

また、小鳥やル動物などに影響する場合が'考えら 
れますので、この間は部屋に入れないでくださし、。 



変質'打油禁止 

変質な'油、ちれたな';由、水の混じっているな'油 
などを使用しないでください。 

異常燃焼や故障のおそれが'あります。 


0 


油漏れ確認 

'油タンク-コ''厶製送油管， 
接合部および機器などから 
のな油漏れびないことを 
確認の上ご使用ください。 
なミ由び漏れでいると乂災の 
おそれびあります。 



お願い (NOTICE 


な油の廃案 

な油の廃棄処分は、な油をお買い求めになった販売店にご相談ください。^ 



































回さ部のち赖 

外観図 



定油面器 U じットボタン 


フィルタ(空気取入 □) 

巧流用送風機(内部） 

本体固定を具 
給排気筒本体 
給排気筒ふた 
左側板ふた 




機内サーミスタ 
ち側板ふた 
プリント配線板 
電極(点乂プラヴ） 

電磁ポンプ(内部） 

定油面器(内部） 

イグナイタ 
巧震 S 動消乂装置 

排気管取が □ 

給気管取巧 □ 

給気 ホース 

排気管巧け検知用リード線 
















































































































操作部•表示部の名称と働き 


X イラストは説明のためを部表示したが態にしであります。 


おやずみ1時間運括キー I ゆらぎ省エネキー 


おやすみ1時間タイマー運 
転をじット•解除をするとき 
に押します。 


点の 

おやすみ1時間 


運乾中 


操作音じット：ピッ 
解除：ププッ 
(欧10ぺージ） 


ゆらぎ省エネ運転のじット 
•解除をするときに押します。 


点の 

ゆらぎ省エネ 
運転中 

操作音 

じット：ピッ 


解除：ププッ 
(欣8ぺージ） 


白動逢巧キー 


ルー厶サーモじンサーによ 
る自動運転で暖房するとき 
に押します。 _ 

h リの1 


デジタル表示部に設定温度 
と室内温度び表示されます。 
操作音じット：ピッ 
エラー：ピピッ 
(欧7 • 20ぺージ） 


デジタル表/テ、巧 


運転中点なするバ 
ックライト機能イ寸 
さです。 


設定温度き内温度 


戀蠢^ 


チャイルド□ック 
(停止中3回押し） 



7^ 


微か^^^を 
し〇.ぶが 


微が/义力顿換キー 


自動運転から微少/手動によ 
る固定乂力運転に切りかえ 
るときに押します。 


デジタル表示部に、 「 Lo 」 
び表示されます。 

操作音 

微少/火力切換たット：ピッ 
乂力じット：ピッ 
Lo じット：プッ 
(肠7 • 8 • 20ぺージ） 



おはよラタイ7—キー 


おはよラタイマー運転をじ 
ットするときに押します。 
運転中に押すとおはよラタ 
イ7—待機が態になります。 
おはよラタイマー待機中は 
デジタル表示部に現在時刻 
び表示されます。 


( 

点の 

おはよラタイマー 
運輯中 

農作音じット：ピッ 
解除：ププッ 
:欣10ぺージ） 

チャイルド□ックキー 


チャイルド□ックのじット • 
解除をするときに押します。 
チャイルド□ック時、デジタ 
ル表示部に IT 令び表示され 
ます。 

操作音じット：ピッ 
解除：ププッ 
(欧11ぺージ） 


表示顶換キー 


現在時刻合せおよび、おは 
よラタイマー時刻合せの設 
定のりかえをします。 

押すごとに「現在時刻」「現在 
時刻合せ」「タイ7-時刻合 
せ」の順塞に切りかわります。 
5秒上操作が'ない場合は、 
初期表示に戻ります。 

操作音押す：ピッ 
戻る：ププッ 
(欧9 • 10ぺージ） 


温度設定キー 


温度を変えるとさに押しま 
す。 

操作音 

+/温度を上げる：ピツ 
-/ 温度を下げる：プツ 
(防7ぺージ） 


時刻るせキー 


現在時刻、おはよラタイ7 
-時刻を合わせるときに押 
します。 

操作音 

時/時合わせ：プッ 
分/分合わせ：ピッ 
(防9ぺージ） 


達巧ボタン 


運転•停止をするときに押し 
ます。 


点の 

燃焼中 

(它ーブ消火中ち点な） 

点滅 

ず熱中 

(ず熱完3後自動点乂） 

早い点滅 

何かの原因で自動消义 


操作音運転：ピッ 


停止：ププッ 

(欧7 • 8 • 10 • 20ぺージ) 


掠ミ凶 a 

♦停電や電源コードを抜いでち、設定温度や設定した固定火力およびゆらぎ省エネ 
は、記憶しでいます。 














































































回巧用ずる場所 

ス I -ーブを安全に使用するためには、場所の選定び大切です。 

ち全に使用ずるために 


•マントルピースなどに据 
付ける場含は、標準据付 
け例にしたびつでくださ 
し、。（欧19ぺージ） 


0 



•標高び1 500 m を超える高地では使用しな 
いでください。（空気の濃度び薄いため、 
燃焼に必要な空気び不足します。）高地 
で使用する場含は調整び必要です。（詳し 


くは、工事説明書の 
をご覧ください。） 


高地で使用の場合 



0 


•温室、飼育室、乾燥室など 
では絶巧に使用しないでく 
ださい。 

•温室、飼育室など、動植物 
の育成栽培に使用しないで 
ください。 



効果的に使用ずるために 


窓の下や壁面に設置 

参外気に接する窓の下や 
壁面に置くと、ち気び 
ストーブで暖められ、 
温風としでな流します 
ので効果的です。 



温風の循環を巧ばない 

•温風吹出□の前面に障害物を置かないで 
ください。 

•障害物びあると、部屋の温度にむらびで 
きるばかりでなく、本体の温度び上昇し 
でち険です。 


•温風吹出□側の空間を広くとれる場所を選んでください。 



回使用前の準備 

燃料 


燃料は必すな巧 （ J 旧1看な巧）を使用してください。 

A 警告 ガソリンなどの揮発性の高い油は絶対に ^ 

^[GASOLINEJ^ 


使用しないでください。乂災の原因になります。 


注意変質な油、不純なミ由などは絶巧に使巧し 


ないで < ださい。 


0 


• r 么ま意 I な油は必す乂気-雨水-ごみ-高温およ 
び直射曰光をさけた場所に保管しでください。 


〇 


変質幻油•不純灯油とは 


昨シーズンよ 
り持ち越しの 
な油 


0 



長期間曰光に 
あたる所や温 
度の高い所に 
保管した灯油 

0 



容器のふたび 
開けであったり、 
乳白色のポ U 
容器で保管し 
たな油 


0 



か-ごみやな 
油夕 I の油び 
ほんのねすか 
でち混入した 



•極度に変質したちのは、黄色0未びかったり、すっぱいにおいびします。 
•必すなミ由用のポリタンクをお使いください。 

•なミ由はシーズン中に使いきりましよラ。 


ガソリンなどと一緒に保管しないでください。 

誤って使用すると異常燃焼や乂災のおそれが'あります。 


灯油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけます。 
(乂の気のない所でおこなつでください。） 



な油はめれたまま ガソリンはすぐ乾く 

V _ ノ 


■変質'打油や不純'打油を使用すると、 

機器の故障の原因になります。 

•ミ由の程度にもよりますび、燃焼不良をおこしたり、 
ストーブ'の損傷を早め、故障の原因になります。 
•水やごみび送ミ由経路内に流れこみ、燃焼不良や着 
乂不良の原因になります。 


■変質なミ由や不純:):で由を使用したとさは… 

•お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客 
様ご相談窓□にご連絡ください。 


P 参変質な油、不純な油が'原因で修理を依頼されたときは、保証期間中でち保証の巧象外となります。 
参変質な油の処理でお困りの場合は、な油をお買い求めの販売店にご相談ください。 





















































































給油 


■給油の際の手順と注意 

参送油バルブを閱じで給油□ふたをはすし、巿販の給油器具でな油 
を給油しでください。 

油量計の針び「満」をさしたら給油をやめでください。 

参給油□ふたを必すちとどおりに確実にしめでください。 

参給油の際に、水、ごみなどを入れないよラ特にを意しでください。 
参こぼれたな油はよくふきとつでください。 

■燃料切れの注意と空気抜さの方法 

ミ由タンクを空にしないよラま意しでください。 



卜;由タンクを一旦空にしますと、送油経路内に空気びたまり、正常に送油びできなくなることびあります。 
このよラな場含はなの順廣で空気抜きをしでください。 

1. 油タンクに給油します。 

2. ストーブのゴム管□から、ゴム製送油管をはすします。 

3. ゴム製送油管から油び連続しで流れ出ることを確かめでからゴム製送油管 
をもとどおりにストーブに取り付けます。 

(油びこぼれないように容器を用意しでください。） 



運転開始前の準備と確認 

m 


定油面器のセット-取扱上のま意 


参初めで使用するときやシーズン初めには、ち側板ふたの巧から定油面器リじッ 
トボタン（赤色）を下に押しでください。 

•リじットボタンは据付け時やシーズン初めに操作します。 

ストーブ本体に強い衝撃をちえたり異常びあったとき]^外は、特に操作する必要は 
ありません。巧 一、 点乂操作後ロミ由び出すにモニタサイン I f ; I または I f のび 
表示されるよラな場台はリ它ットボタンを押しでください。 

♦ Ijtz ットボタンは乱暴に扱ったり、押したままの状態には絶対にしないでください。 

リじットボタン（赤色) 


な卻をが庶丽 

♦ I 么注意 I 油タンク-ゴム製送油管-接合部および機器などから口油漏れび 
ないことを確認しでください。 

♦ミ由漏れのあるときは使用を中止し、ミ由タンクの送ミ由バルブを閉じでからお買い 
求めの販売店にご相談ください。 


師願就通 

I A 注意 I 電源プラグ-コードの発熱-発乂を防ぐために ••• 

•電源プラグはコンじントに根元まで確実に差しこんでください。 

•電源コードび給排気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 

•電源は必す適正配線された単ホ目 100 V のコンじントを使用しでください。 

参電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用*他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 

参雷び発生したときは、電ろ部品を損傷するおそれびありますので、電源プラグをコン它ントから抜いでくださし、。 





給排気筒接続部の確認 


参 警告 I 給排気筒(管•ホース）び外れたまま使用しないでくださし、。 
外れでいると運転中に排ガスが'室内に漏れで、ち検です。 






































































国巧用方法 

運転開始（点义） 


操作部の自動または微少/火力切換キーで、「自動」と「手動」による固定火力運転の設定びできます。ご希望の運転 
ちまでご使用ください 



運乾ボタンを押してください 

参運転ランプび点滅します。 

畢 

■义力調節 r 自動運お J の場合 


自動運転キーを押して r 自動 J にしまず 

•デジタル表示部に設定温度と室内温度び表示されます。 

(0^ 室温の調節7ページ） 

参ルームサーモじンサーによる自動運転となり、設定室温に自動調節されます。 
(ルームサーモじンサーは、できるだけ部屋の温度を代表できる位置に取り付けで 
ください。） 

参予熱び完3すると運転ランプび、点滅から点なに変わり自動点火し温風び出ます。 


設定温度室内温度 


み？の I 


手動運転にしたいときは••-微少/义力切換キーを押してください 


■义力調節 r 手動による固定义力運お J の場合 




微少/义力切換キーを押して r 固定义力 J にしまず 


参デジタル表示部に、 「 Lo 」 び表示されます。 
参ず熱び完3すると自動点火し、温風び出ます。 
参微少/火力切換キーを巧すごとに、 rLo -1-2 
一3一4一 Hi 一 Lo 」 の順塞でのりかわります。 
参ご希望の火力に含わせ使用しでください。 

(1^ 火力調節8ページ） 



微少^-►強 

I ^ Lo 一 1 一2 一 3 一 4 一 Hi つ 

の順番に义力び切りかわりまず。 


自動運転にしたいときは••-自動運転キーを押してください 


g 刷 BSEi 

•着火時、放電音と同時に着火音を発することびありますび、異常ではありません。 

•点火操作から放電(着火)まで、室温により予熱時間び多少変化しますび、約2分かかります。 
参着火後、約1分で温風び出始めます。 


室温の調節（自動運転） 

操作部の火力調節の自動運転キーを押しで「自動」にすると、ルームサーモじンサーによる自動運転となり、設定室 
温に自動調節されます。デジタル表示部に設定室温び表示されますので次のよラに調節しでください。 



参温度設定キー「+」を巧すたびに rc すつ上びります。（上限3〇で） 

参温度設定キ ー 「一」を巧すたびに rc すつ下びります。（下限1〇で） 

参1〇で設定の場合は自動的にゆらぎ省エネ運転ランプが'点なし、ゆらぎ省エネ運 
転となります。 

(設定室温を1 rc 必上に上げるとゆらぎ省エネ運転ランプが'消なし、ゆらぎ省エ 
ネ運転び自動的に解除されます。） 






























ゆ s ぎ省エネ運転 


火力調節「自動」運転時に、微少火力でち室温が'設定室温より上昇する場合、設定室温より約2で上昇すると自動的 
に消火し、設定室温まで下びると点火動作に入ります。これをくり返すことで、むだな部屋のあたため過ぎを防ぎます。 



参温度設定キーによりご希望の室温に設定します。 

ただし、1〇で設定時は自動的にゆらぎ省エネ運転になります。 


ゆ5ぎ省エネキーを押してください 

•ゆらぎ省エネ運転ランプが'緑色に点なし、ゆらぎ省エネ運転になります。 

解除するときは••-再度、ゆ5ざ省エネキーを巧してください 

参ゆらぎ省エネランプび消なし、ゆらぎ省エネ運転び解除されます。 


• 规 BKJ 

参ゆらぎ省エネ運転中に運転を停止し、再び運転を再開したときは、ゆらぎ省エネ運転をおこないます。 


义力調節（手動による固定义力運転) 


室温設定による自動運転の他に、お好みの火力で暖房する手動火力運転が'巧能です。次のよラにしでください。 




微少/义力切換キーを押してください 

•「自動」運転中から微少/火力切換キーを1回押すと、 「 Lo 」 （微少火力)になります。 
参微少/火力切換キーを押すことにより 「 Lo 一 1 一2一3一4一 Hi 一1_〇」の順塞で 
火力び切りかわります。 

参3秒必上操作しないと、自動的に火力を確定します。巧し続けによるキーの受け 
付けはおこないません。（操作の繰返しで W から LO にのりかわったときは、操作 
音びピッ音からプッ音に変わります。） 


脚 


ストーブの据え付けや給排気筒の設置条件 
で、炎は多少変化します。 


• 戒 ■!»£■ 

参炎の状態は、青い炎の中にいくらかの 
黄色い炎(ホ火)が'混じつでち異常では 
ありません。 



運転停止（消乂) 


運車云ボタンを押してください 



•運転ランプが'消なします。 

•消火後は本体内部び冷却するまで送風を継続し、約8分後に巧流用送風機び停止 
します。 

• 「么注意1 2曰赵上家をあけるなど長期間使用しない場合は、運転が'完をに停 
止しでから 電源 プラヴをコンじントから巧いでください。 

参外出のときは、必す運転を停止(消火）しでください。 

参運転停止後、燃焼室び冷却するまで電源プラヴを抜かないでください。もし抜 
きますと、ストーブ'本体の温度が'上昇し、ストーブ'故障の原因となります。 






























現在時刻の台ねせかた 



♦初めで使届するときや、電源プラヴを巧いたときは、デジタル表示部は 
「-」び表示されます。 

参操作部の表示切換キーを押しで「時計合せ」にします。 

現在時刻または「 ： 」び表示されます。 

♦ 

参「時」•「分」キーを押しで現在時刻を含わせます。 

1回巧すごとに「時」は1時間、「分」は1分間進みます。 

巧し続けによるキーの受け付けちおこないます。 



参時刻合わせをおこない表示切換キーを巧したとき、または5秒間操作びなく自動的に表示び朽)りかわったときに時 
計動作を開始します。 

>な[间11» 

•約1秒必内の停電であれば、再通電後ち現在時刻を表示しますので時刻含わせの必要はありません。それ必上の 
停電で、デジタル表示部に「-」び表示されたら時刻含わせをおこなつでください。 

おはようタイマー運転 



■おはよラタイマー時刻の合わせかた 

現在時刻とおはよラタイマー時刻び設定されでいないと、おはよラタイマー 
運転はできません。 

参操作部の表示切換キーを押しで「タイマー合せ」にします。 

畢 

参「時」•「分」キーを押しでタイマー点火時刻を合わせます。 

1回押すごとに「時」は1時間、「分」は5分間進みます。 

♦ 

参表示切換キーを巧しでください。 

これでおはよラタイマーじット時刻び記憶されました。 

デジタル表示部には現在時刻び表示されます。 


例:午前6時30分に台わせる場台 


参「時」キーを押しで"午前6 : 00" にします。 •「分」キーを押しで"午前6 : 30" にします。 





















































■現在時刻•おはようタイマーセット時刻の確認 


現在時刻の確認 


>表示切換キーを押しで「時計合せ」に合わせます。 

10： 30 


午後 


時計表示に現在時刻び表示されます。 



おはようタイマーセット時刻の確認 


参表示切換キーを巧しで「タイマー合せ」に含わせます。 

午前 C - jn 

U • UU 時計表示にタイマーじット時刻び表示されます。 


戀じ您] 




〈解除するとさは…〉 



■おはようタイマー運転のしかた 


参運転ボタンを巧しでください。 

(運転中の場含は運転ボタンを巧す必要はありません。） 

参運転するときのご希望の室温または、火力に合わせでください。 

■ (欧7 • 8ぺージ） 


おはよラタイマーキーを押して < ださい 


参おはよラタイマーランプが'緑色に点なします。 

•デジタル表示部におはよラタイマーじット時刻び表示され、おはよラタイマー 
運転に入ります。約5秒後に現在時刻表示になります。 

参合わせた時刻になると、おはよラタイマーじット前の状態で運輯を開始します。 
/手動火力運転中におはよラタイマーをじットされた場含は、手動火力で選択^ 

\された固定火力で運転を開始します。 / 


解除するときは••-運転ボタンを押してください 

•おはよラタイマーランプが'消なします。 

参デジタル表示部に現在時刻び表示され、タイマー運転を解除し、消火状態にな 
ります。 


参外出時など、留守中に燃焼を開始するよラなタイマーじットは、絶対にしないでください。 

•おはよラタイマー運転は、おやすみ1時間運転中からちじットできます。おやすみ1時間運転後に消火し、おは 
よラタイマー時刻になると運転を開始します。 


おやすみ1時間タイマー運転 

■おやずみ1時間運転のしかた 


鹽 I が'管1麵 



参運転ボタンを巧しでください。 

(運転巧の場合は運転ボタンを巧す必要はありません。） 


おやずみ1時間キーを押して < ださい 

参おやすみ1時間ランプが'緑色に点なし、おやすみ1時間運転になります。 


〈消乂するときは…> 


参1時間後に自動消火し、同時にデジタル表示部び 「 OFF 」 になります。 

「 OF 鬥表示は運転ボタンを巧すことにより解除され、時計表示になります。 

解除するときは••-おやずみ1時間キーを押してください 

参おやすみ1時間ランプが'消なし、運転を継続します。 

消乂するときは••-運転ボタンを押してください 

参おやすみ1時間運転は、おはよラタイマー設定後にじットすることはできません。 



10 





























チャイルド□ック 


お寺様などによるいたすら操作の防止や、誤って運転ボタンを巧しでち点火しないよラにする機能です。 

参ス I -ーフ''が'停止しでいることを確認します。 


チャイルド□ックキーを3秒な内に3回押してください 

参チャイルド□ックびじットされ、デジタル表示部に n -© び点なします。 

解除するときは ••••• 

再度、チャイルド□ックキーを3砂内に3回押してください 

参デジタル表示部の n -© び消なし、チャイルド□ックび解除されます。 


参運転中はチャイルド□ックのじットはできません。 

•停止中にチャイルド□ックを它ットすると、チャイルド□ック解除必外のすべでの操作を受け付けません。 

(運転ボタンを押すと IT ♦表示の点滅でお知らせします。） 

参チャイルド□ック中に停電びあっても、再通電後もチャイルド□ックを継続します。 



チャイルド□ツク表示 




自己診断モニタ 


ストーブにトラブルび発生すると、トラブル箇所びデジタル表示部に記号表示(自己診断モこ夕)されます。 
この場合は記号表示の内容を、ス I -ーブち側面に巧刷された自己診断モこ夕一覧表、または「故障•異常の見分けち 
と処置ちま」 （0^17 -18ページ)をご覧の上、必要な処置をしでください。 


CS5P 


〈自己診断モニター覧表> 


广表 示 

原 因 

解除方法 ^ 


E I 


途 中 消 火 

運転ボタンを押し 
でください。 


ら？ 


不着 火 

岡 

巧 震 自動消火装置作動 

I 州 

過熱防止装置作動 

I 脚 

排気管抜け横知装置作動 

I ら引 

ルームサーモ陸斤 線 

I が I 

イち 品 

1 で 巧 

I ら弓 I 

疑似火炎検出 


ER 


燃焼用送風機異常検出 


Ell 


ルームサーモ 短絡 


Ed 


巧流用送風機異常検出 


が 


空気サー S スタ温度異常 


IEIJ 


機内サーミスタ温度異常 


iPli 

I 

ポット予熱不足 

電源プラグを抜き、 
再び入れ直しでく 
ださい。 

J 

陋 

ポット温度低下 

I 

I の I 

ポット異常過熱 


P5 


薑板 不良 


•販売店に連絡しでいただく際は、表示しでいる自己診断モこ夕もお知らせください。 
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国日常の点巧•手入れ 

点検-手入れのときの注意 _ 

点検-手入れは、消火後ストーブび十分ちえでから、必す電源プラグをコンじントから抜いでおこなつでください。 

•電気部品の分辭や市販品との交換は絶対にしないでください。 

•燃焼部の分解は絶対にしないでください。 

点検•手入れの必要項目、時期、方法 _ 

■周囲の可燃物（使用ごと） 

♦ IA 注意 I 力ーテンや燃えやすいちのを近づけないでください。乂災び発をするおそれびあります。 

■ほこり•巧れ（使用ごと） 

参ほこりやちれをそのままにしでおきますと、油びしみたりしで危険です。 

ス I -ーブはいつも清潔にしでご使用ください。 

■油漏れ-油のたまり-油のにじみ（使用ごと） 

参 I 么注意 I 油タンクやゴム製送油管•接合部および機器などからのな油漏れが'ないことを確認の上、ご使用ください。 

な[河 

参油漏れが'ある場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 

■ゴム製送油管の点検•交換の目ま（シーズンの初め） 

mmmrn 

•ゴム製送ミ由管は、屋外で使用しないでください。屋外での使用は禁止されでいます。 

参屋内でゴム製送油管を使用しでいるときは、手で少し曲げで膨潤、収縮、変質、変お、ひび割れが'ないか確認 
し、欠点びあるときは交換しでください。交換の目安は、3年に一度です。 


■油タンク（シーズンの初め、適時） 

参油タンク内は水やごみびたまりやすいものです。給油のとき、点検しでください。 

油タンク内の水抜きおよび掃除は、油タンク付属の取扱説明書にしたびっておこなつでください。 


■給排気筒の接続部のゆるみおよびトップの周囲（使用ごと) 


給排気筒 



参給排気筒およびトップの周園に障害物を置いでいないか、ときどき点検 
しでください。 

参給排気筒が'つまりますと、不完全燃焼をおこします。シーズン初めには 
必す点検し、くもび巣をつくったり異物び入っているときは、必す掃除 
しでください。 

•給排気筒および排気管の接続部びはすれたり、排気管抜け検知用リード 
線びはすれたり、断線しでいないか点検しでください。 

参給排気筒を一度取りはすしで、再び取り付けるとき、排気管の接続内部 
にはめこんである0リングが'破損しでいないか確かめでください。 

>な[河 n 漏 

•破損しでいた場合は、お買い求めの販売店に交換を依頼しでください。 


■温風吹出口の掃除（週1回) 



参本体や温風吹出□のちれは、本体びちえでから、しめらせたやわらかい 
巧でふき取つでください。 

参しつこいちれは中性洗剤を使用し、十分からぶきしでください。 

mmmrn 

参温風吹出□羽根を曲げたり、変おさせないよラにま意しでください。 
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■定油面器のストレーナの掃除（適時） 

参定油面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。ごみびたまると、不着火や途中消火の原因となり 
ます。次のよラに掃除しでください。 



参油タンクの送油バルブを閉じでください。 

畢 

参ストレーナの掃除□にノ\ガキなどの層紙を差しこんで、油ガイドを作り、 
その下に客器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではすしでくださし、。 
定油面器のちれたな油やごみび全部流れ出ます。 


•ストレーナを取り出しで、きれいなな油の中ですすぎ洗いをしでください。 
(水で洗わないでください。） 

CS 5 P 組み立てると对ホ 

•ストレーナコ''ムパッキンを忘れないよラにしでください。 
•ストレーナを逆に入れないでください。また、底部(黒色） 
が'必す左横になるよラに取り付けでください。 

参ストレーナの止めねじを固く締め付けでください。 

参油漏れが'ないか確認しでください。 


■フィルタの掃除（週に1回上） 

参巧流用送風機のフィルタびごみやほこりで目ブまりすると、送風力び弱くなり排気温度上昇やストーブの表面温 
度が'上昇する原因になります。[過熱防止装置(安全サーモスタット-サーモスタツト)または機内サーミスタの 
働きで運転び停止する場含びあります。] 

次の要領でストーブ'裏面のフイルタの掃除をおこなつでください。 



参左図の矢 ED のよラにフィルタを上に引き出し、ス I -一つ''裏面から取りはす 
しでください。 

畢 

参フィルタに付着したほこりを掃除機で吸い取つでください。 

畢 

参掃除び終わりましたら、もとどおりに取り付けでください。 



参 「么注意 I フイルタをはすしたまま運転しないでください。 

フイルタをはすした状態で運転しますと、カーテンなどを巻きこんで 
火災になるおそれびあります。また手などをふれるとけびをするおそ 
れびあります。 


■のぞき窓の透明度び悪くなつたとき…… お買しげめの販売店にご依頼ください 



のぞき窓をはすしでふく場台は、次のよラにしでください。 

参前パネルを固定しでいる左ちのねじ2本をはすし、前パネルの下のほラを 
手前に引いたあと持ちあげで、前パネルをはすします。 

グリル（下部)のねじ4本をはすし、ブリルを取りはすしでください。 


参のぞき窓をとめでいるねじをはすしで、しめらせた巧でふき取つでください。 

mmiasm «ねじ部は散 s にな〇でからはすしでしでください。 

•ちとどおり、±匀一にねじを締めで固定しでください。 

参のぞき窓をはすしたときは、パッキンを新品と交換しで 
ください。 


■地震などの災害び発生したときの点検 

参地震などの災害び発ちし、ストーブに振動や衝撃び加わったときは、運転前に必す次の点検をおこなっでください。 

-給排気筒まわりのはすれ、ちれの確認 
-な油配管からのちれ確認 

点検で異常が'みつかった場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 
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因定期点巧 


長期間ご使用になりますと、機器の点検が'必要です。 

参2シーズンに1回程度、シーズン終3後などに、点検を実施しでください。点検のご相談はお買いあげ店または修理 
資格客〔(財）日本扫ミ由燃焼機器保守協舍 （TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習舍修3客（石油機器技術 
管理±)など]のいる店までお問い合わせください。 


愛情点検 

I 長年ご使用の密閉式石油ストーブの点検をぜひ！ I 

の 

こんな症状は 
ありませんか 

•ミ由ちれびする。 

•強いにおいびする。 

•運転中に異常な音が'する。 

•その他の異常や故障びある。 


ご使用中止 

故障や事故の防止のため必す 
販売店にご連絡ください。 
点検-修理についでのご費用 
など詳しいことは販売店にご 
相談ください。 


圓部品交換のしかた 


部品交換のとさのミ主意 


W 不完全な修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が'必要な場合(こは、お買い求めの販売店又は、修理 
資格者〔(お）曰本石油燃焼機器保守協含でおこなラ按術管理講習含修了者（石油機器按術管理±)など]のいる 
販売店にご相談ください。 


部品交換は コロナ純正部品 とご指定ください。 


消耗•劣化しやすい部品（交換び必要な部品) 


■長期間の使用により消耗-劣化しやすい部品 ■変質-不純な油の使用により劣化しやすい部品 


•バーナヘッド 
♦バーナヘツド IJ ンク' 


•電極(点火プラグ) 
•フレーム□ツド 


•フレーム□ツド 


•気化筒 


•電磁ポンプ 


回贈(長顯ほ用しなぃ場合） 

おしまいになるときは、曰常の点検•手入れの項を参照し、なの要領で保管しでください。 

1•逗源プラグをコンたントからないでください。 

• I A ま意 I 長期間使用しないときは、電源プラヴを巧いでください。 

2.油タンクのを油ノ\'ルブを閉じでください。 

3•フィルタの掃除をしてください。 _( 例 3ぺ-ジ)_ 

4•定油面器ののな油をすべて巧き取ってください。 （1^13 ぺ-ジ）_ 

5•本化のごみやほこりを取ってください。 

•掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

6•本化をしめらせた巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 

7•ストーフ'は据巧けたまま保管して < ださい。 

•温風吹出□や背面のフィルタにほこりなどびたまらないよラカバーなどをかけでください。 

•どラしでも取りはすしで保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしないよラおしまいく 
ドタい 

•なシーズンに据付けるときには、必すお買い求めの販売店に依頼しでください。 

•取扱説明書ち大のに保管しでください。 
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画まま装置 


このストーブにはなのよラな安全装置びついでいます。 

すべでの安全装置は、異常び取り除かれでち再度点火操作をしなければ運転は停止したままです。 


ま全装置 


原因•作動結果 


処置方法 


巧震 S 動消乂装置 

表示） 


参地震や強い衝撃を受けたとき 

ク 

-自己診断モこ夕でで表示 
-自動的に消火 


わ也震によって作動した場合、周 
国の可燃物、機器の損傷、ミ巧漏 
れ、給排気筒のはすれなど異常 
が'ないことを確認しでから点火 
操作をしでください。 


点乂まを装置 
燃焼制御装置 

•フレーム□ツド 


>点火 S スをしたと含 
>途中失火をしたとき 
>炎び異常に小さいとき 


ク 


>- I 康术 * I Ec^ I 表术 

(途中消乂） （不着乂） 


自己診断モニタ [f 
で巧表示 
自動的に消火 


〕表示または 


•「曰常の点検-手入れ」 （0^ 12 • 
13ページ）をしでから点火操作 
をしでください。 

参なおも異常びある場合は、お買 
い求めの販売店にごホ目談くださ 
い。 


•停電したとき 
•電源プラグび抜けたとき 


停電まを装置 

表示） 


ク 


参時計などのたットをしでから、 
点火操作をしでください。 

参電源プラグを確認しでください。 


通電後自己診断モニタ Li £ J 表示 
自動的に消火 


過熱防止装置 

•安をサーモスタット 
参サーモスタット 


表示) 


参フィルタやストーブの前面びふ 
さびったとき 

参ストーブの前面に障害物などび 
友るとき 


ク 


参原因を取り除いでから点火操作 
をしでください。 

サーモスタツトが'作動した場合 
は、 IJ じットボタンを巧しでく 
ださい。 


I 


自己診断モこ夕 IP -; I 表示 
自動的に消火 



>燃焼中に停電したとき、再通電直後 （ 匹と]表示)点火操作をするとをりまたは II 0 J 表示び出ることびあります 
び、これはストーブの温度び一時的に上昇するためで、異常ではありません。4〜5分ち却した後に、点火操作を 
しでください。 
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国その他の装置 


装置の名称 


原因•作動結果 


処置方法 


排気管巧け検巧装置 

表示） 


参排気管の接続部びはすれたとき 

参排気管抜け検知用リード線びは 
すれたり、断線したとき 


•給排気筒および排気管の接続部 
に、はすれ*ゆるみびないか確 
認しでください。 

•排気管抜け検知用リード線のゆ 
るみまたは、はすれ-のれびな 
いか確認しでください。 

給排気筒 


ク 


自己診断モニタ匹置 J 表示 
ストーブの運転を停止 



燃焼用送風機異常検出装置 

表示） 


>回転数び異常に低下したとき 

ク 


自己診断モこ夕 I り引表示 
ストーブの運転を停止 


参異常低下の原因を取り除いでか 
ら点火操作をしでください。 

参なおも異常びある場含は、お買 
い求めの販売店にご相談くださ 
い。 


>回転数び異常に低下したとき 


巧流用送風機異常検出装置 

表示） 


ク 


♦異常低下の原因を取り除いでか 
ら点火操作をしでください。 


自己診断モこ夕 | iEc ;1 表示 
ス I -ーブの運転を停止 


過電流防止装置 

(表示部全消な） 


>内部配線のショートにより過電 
流び流れたとき 


>お買い求めの販売店に修理を依 
頼しでください。 


ク 


電流ヒューズび切れ、すべでの 
運転を停止 


異常温度検巧装置 

参機内サーミスタ 

FIJ I 表示） 


•フィルタやス I -ーブの前面びふ 
さびったとき 

参ストーブの前面に障害物などび 
友ると含 


>原因を取り除いでから点火操作 
をしでください。 


ク 


自己診断モニタに引表示 
自動的に消火 
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国な障•異常の見分け方と処置方法 


■次のような現象は故障ではありません 

修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


f 現象 

説明 ^ 

点 

乂 

時 

消 

乂 

時 

\ 

初めで使用するとき、煙やにおいび出る。 

耐熱塗料やほこりが'焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

すぐに点火しない。 

ろ熱点火ち式のため予熱時間び2分程度必要です。 

(予熱時間は室温により多少変化します。） 

燃焼開始時や消火後に「ピチピチ」といラ音 
びする。 

本体内部が'熱により膨張、収縮するためです。 

点火時にポンと音が'する。 

点火するときに発生する着火音で、異常ではありません。 J 


■使用中に異常びありました！5、次表により原因を調べて処置をしてください 


原因びわからないときや、処置びむすかしいときは、 
様ご相談窓□にご連絡ください。 


お買い求めの販売店、またはお近くのコ□ナお客 
※デジタル表示部に自己診断モニタび表示されます。 


現 象 

原 因 

IE 1 

i 

中 

消 

乂 

罵 

乂 

し 

な 

い 

り 

置震 
作自 
動動 
消 
乂 

EH 

fFi 

動熱 
防 
止 
装 
置 

^_ ' 

S 

ajP /= 

置効； 

作管 
動抜 
け 
検 
知 

EIE 

電 

ら弓 

i 

似 

乂 

炎 

検 

出 

cn 

しし, 

度み 
異サ 
常 i 

夕 

P 夕 

巧 

ツ 

卜 

予 

熱 

不 

足 

か 

巧 

ツ 

卜 
ご日 
/皿 

度 

お 

下 

電源プラグをコンじントに差しこんでいない 











地震びあった。または、ストーブに強い衝撃をちえた 



参 








送ミ由バルフ'力で違まっている 

参 

参 









コ''厶製送ミ由管に空気だまりびある 

参 

参 









定ミ由面器に水、ごみの目ブまりびある 

参 

参 









給排気筒の設置び薑準通りでない。排気管び長すぎる 











巧流用送風機のフィルタにほこりびたまった 




• 




• 



給排気筒工事不適当のため逆風現象びある 

参 










ルー厶サーモじンサー取付位置び悪い 











給排気筒のつまり 

参 

参 









ミ由漏れびある 











給排気筒接続部びはずれでいる。すきまびある。 

排気管抜け検が用リード線端寺接続のゆるみ 





参 






フレー厶 □ッ ドにすすび多量に付着した 

参 






参 




停電びあった（ら？表示） 






• 





給排気筒トップ先端びおおわれでいる 

参 

参 









電源電圧 ( AC 100 V ) び低くなっでいる 









参 

• 

固定乂力運転になっでいる 
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f 現象 

説明 ^ 

燃 

焼 

時 

そ 

の 

他 

青炎の中に黄色い炎(ホ火)が'混じる。 

異常ではありません。 

給排気筒の先端から連続的に白煙び出る。 

外気温び低くなると、排ガス中にふくまれでいる水分び凝結しで 
水蒸気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 

なミ由ぎれの際、一瞬炎び大きくなつで消火する。 

異常ではありません。 

停電したときの再通電直後 （( H ) 表示）点 
乂操作をすると、[£哥または(£国表示び出 
ることびある。 

停電によりストーブの温度び一時的に上昇するためで、異常で 
はありません。4〜5分ち却した後に、点火操作しでください。 

J 


吹滅 

化 面 
□温 

周養 

泛曇 

除に 
ぐ高 
一し、 

の 

ぞ 

き 

窓 

び 

す 

す 

け 

る 

か 

蹇 

た 

で 

燃 

を 

る 

な 
ミ由 
の 
に 
お 
い 
び 
す 
る 

爆 

発 

的 

な 

燃 

焼 

を 

す 

る 

電 

源 

び 

入 

ら 

な 

い 

大室 
さ温 
くび 
なお 
らい 
なの 
いに 
乂 
び 

炎 

び 

大 

さ 

< 

な 

ら 

な 

い 

里 

禮 

を 

出 

し 

で 

燃 

无 

る 

処置方法 






参 




コン t ントに確実に差しこむ 










「地震などの災害び発生したときの点検」 （0^ 13 ページ)の 
点検項目を確認し、運転ボタンを押し直し点乂操作をする 










送ミ由バルブを開く 










コ''厶製送ミ由管を振る。山おになつでいる所は平に直す 








参 


送ミ由バルブをしめでストレーナをはすし、掃除する。ミ由タンクの水を抜く 


参 







参 

薑準通りに設置する 

参 









フイルタのほこりをブラシなどで掃除する 


参 

参 

参 

参 




参 

給排気筒の取り付けを適正にする 







参 



適正な位置に取り付け直す 


参 

参 






参 

給排気筒を掃除する 




参 






ちれ箇所をしめ直す（販売店に修理を依頼する） 




参 






給排気筒接続部のはずれ、およびゆるみを直す 










すすを取り除く（販売店に修理を依頼する） 










設定室温、時刻などをじットし再度点乂操作をする 


参 

参 






参 

おおつでいるちのを取り除く 










注意 1 「電源の接続」 （0^2 ページ）の内容を点検する 

\ 






参 



自動運転にのりかえる ^ 
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画据付け•微 

据付け•移設工事は販売店に依頼する 


据付けや移設工事は販売店または設置業客に依頼しで、お客様ご自身ではおこなわないでください。 


据付け場所の選定 _ 

据付けについでは、火災ろ防条例、電気設備に関する技術薑準などま书の薑準びあります。工事説明書の「特にを意 
しでいただきたいこと（安全のために必すお守りください）」をお読みになり、販売店又は据付業客とよくごホ目談く 
ださい。また、「標準据付け例」についでは、下図を参照しでください。 


( C 標準据付け例 J 


ス I ブの据付けは下図を満足させる位置に取り付けでください。 

〈正面〉 〈側面〉 




〈給排気筒の正面〉 


可燃物 


© 


45 cm 
な上 


45 cm 
が上 


/こ-地面-スラブ'®: 


参側ち障害物は、両側にあつでちよいび給排気筒と障害物、可燃物との距離は 45 cm 必上とつでください。 

参前ちに厮や建物びある場合は給排気筒先端と前ち障害物との距離は 60 cm 必上離し、かつ上ちおよび両側ちに気 
流を阻止する障害物びないよラにしでください。 

参給排気筒下面は地面から 20 cm 必上離すよラにしでください。なお積雪地域では、給排気筒先端び雪でふさびれ 
るおそれのない高さを確保しでください。 

[マントルピースなどに設置する場合のストーブ周囲寸法] 




※印!のプまは、防乂性能認証委員含によりお接認定されたちのです。 

•点検-手入れのためストーブ左ちの離隔距離は、 20 cmJ ^ 上にしでください。 

•熱に弱いカーペットや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることびあります。 

•木造の建物で壁にメタルラス張り、ワイヤラス張り、または金属板張りをしである場所に給排気筒を通すとき 
は、それらの金属部に接しないよラに電気的絶縁をしでください。 

参壁に巧をあける場合、壁の内部にある電気配線-ガス-水道の配管にあたらない場所を選んでください。 


積雪地区における注意 

積雪び多い地ちでは、積雪時に給排気筒び雪でふさがれないよラな取付場所を選定しでくださし、。 
また、風びよどむよラな場所では、排ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすことびあります。 
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据付け後の確認 


据付けび終わりましたら、もラー度、工事説明書の「特にま意しでいただきたいこと（安全のために必すお守りくだ 
さい）」をお読みになり、工事説明書に記載されでいるとおり据付けられでいるかどラかを確認しでください。 



1. 油タンクに給油し、送油経路の空気抜きをしでください。 （0^ 空気抜きのちま6ページ) 

2. 送油経路やス I -ーブより油漏れびないか確認しでください。 

3. 定油面器をじットしでください。定油面器のじット6ページ） 

4. 「么 注意 I 電源 プラグをコン它ントに根元まで確実に差しこんでください。 


■運乾(点义） 

運車ちボタンを押してください 

参運転ランプが'点滅します。 

•約2分後に点火し、運転ランプが'点なにかわります。 

参点火後、約1分で温風び出始めます。 

参初めでお使いになるときは、耐熱塗料び焼けで煙と臭いびでますので換気 
をおこなつでください。 


予熱完了 


参異常びなければ微少/火力切換運転キーで、自動運転から手動による固定火 
力運転にし、火力調節を 「 Lo ^1 ^2^3^4^ Hi 」 に設定しでください。 
(各火力で1分必上確認しでください。） 

参炎の状態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎(ホ火)びまじっても異常では 
ありません。 

参炎の確認び終3したら、自動運転キーで自動運転に戻しでください。 


■停止(消义) 


運乾ボタンを押してください 

•運転ランプび消なします。 

•消火後は本体内部び冷却するまで送風を継続し、約8分後に巧流用送風機び 
停止します。 






>な[河 

参正常運転しない場含は、「故障•異常の見分けちと処置ちま」 （(1^17 • 18ページ)を参照しでください。 
•長期間の保管後、再び設置する場含も「試運転」の手順にしたびい、試運転をおこなつでください。 
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画仕様 

仕様 


^ 型式の呼び 

FF-GX509S 虐本型す FF-GX500S) 

FF-GX%9S (薑本型式 FF-GX384S)^ 

種 類 

気化式*屋内用*強制給排気形*強制対流形 

点火ち 式 

電気点乂式 

使 用 燃 料 

な油 （ J に1号な油） 

燃料消費量 

最大 

5.77 kW (0.561 L / h ) 

4.43 kW (0.431 L / h ) 

最ル 

1.72 kW (0.167 L / h ) 

発熱量 

および 

熱効率 

最大 

20,780 kJ/h 

86.6% 

15,960 kJ/h 

86.6% 

最ル 

6,190 kJ/h 

86.6% 

暖房出力 

最大 

5.00 kW 

3.84 kW 

最ル 

1.49 kW 

熱効率 

最高 

86.6% 

最お 

86.6% 

標準適室 

温暖地 

木 造 21.5 m 2(13 置)まで 

コンク ij - 卜29.5の2 (18 置)まで 

木 造16.5の2(1〇置)まで 

コンク U - 卜 23. Om ^ (14 置)まで 

寒冷地 

木 造21.5の2(13置)まで 

コンク IJ - 卜34.5の2に1置)まで 

木 造16.5の2(1〇置)まで 

コンクリート26.5の2 (16 置)まで 

外 お ブ ま 

高さ600 mm 幅 466 nnm 奥巧 238 nnm (置台を含む） 

街 ^ 

貝 里 

17 kg 

電源電任および周波数 

100 V 50/60 HZ 

定格消費電力 

最大消費電力(点乂時） 860/860 W 
燃焼時消費電力 25/28 W 

最大消費電力(点乂時） 860/860 W 
燃焼時消費電力 19/22 W 

待機時消費電力 

1.2 W 

給排気筒の型式の呼び 

QU 4-7 

給排気筒の呼び径 

D 40 

給排気筒の壁震通部の孔径 

か 65 mm 〜 075 mm 

排 気温 度 

260でじ(下 

電流ヒューズ 

15 A 

安全装置 

巧 震 白動消乂装置*点乂安全装置-燃焼制御装置 
停電ち全装置*過熱防止装置 

その他の装置 

過電流防止装置-排気管抜け検知装置-異常温度検知装置 
燃焼用送風機異常検出装置-巧流用送風機異常検出装置 

付属品 

給排気筒たット1 • ふたカバー1 • 本体固定金具2 
コ''厶製送ミ由管締付バンド2 -取扱説明書1 • 工事説明書1 • 所有者票1 J 


標準適室は、巧回法人•曰本ガス石油機器工業含の算定薑準によります。 
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プリント配線板端子配置図 
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白 


(7 本）青 U 
白 

(4 本）青 


操作部(白） 


給';由 n . 


〇 


白 


操作部(白） 
□ SW 1 (スイッチ） 

操作部(黒） 


機内サーミスタ 


里 


(6 本）青! 一 
(5本）^口操作部信) 

ホ! ~~I 巧震 


〇 


白 G ポツトサーミスタ 
1|| | tf ノッレス 


空気サーミスタ U 黒 
ルームサー モ I I 白 
過熱防止サーモスタット I □梧 
バーナサーモスタット I □青 

燃焼用送風機 []s 

嘉 

ア-ス [〇) 
フレーム□ツド〇 


黄 


胃 [] 電磁ポンプ 


排気筒外レ di 灰 
イヴナイタ 


憧 


〇 


〇 


ホ 

里 

挡 


ホ 


巧流用送風機 


ポットヒータ 


ヒューズ 15 A 


雨 個 V ->單 

巧 /版 ( -\…、 


〇 


給';由検知装置 OC -2( 別売） 
を取り付けることにより、 
給'油サインを出すことび 
できます。 


国ア フターサー ビス 


保証について 


•このコ□ナ密閱式石ミ由ス I ブには保証書びついでいます。「お買いあげ曰-販売店名」などの記入をお確かめのラえ、販売店 
からお受けとりになり、大切に保管しでください。 

参保証期間はお買いあげいただいた曰から1年間（本体）です。（燃焼部分は3年間） 

•巧のよラな原因による故障および事故につきましでは、保証の巧象になりませんのでを意しでください。 

•変質なミ由や不純な巧など、またなミ由]^外の燃料使用による故障や事故。 

• 誤った使用ちまによる故障や事故。 


修理を依頼されるとき 


•本書の「故障•異常の見分けちと処置ちま」ページ）の頂に従って調べでち良くならないときは、電源プラグを抜い 
でお買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ごホ目談窓□にご連絡ください。 

•ご連絡いただきたい内容は巧の通りです。 

• 品さ 

• 型式の呼び 

• ご住所-ご氏名-お電話番导 
• お買いあげ曰 

• 故障がお（でさるだけ具体のに） 

参修理に際しでは、保証書をご提示ください。保証期間中であれば保証書の規定に従って無料修理させでいただきます。 

参ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かおおくのコ□ナお客様ご相談窓□にお問い含わせください。 


■保証期間が過ざているときは 

•お買い求めの販売店にご相談ください。修理によって使用できる製品についではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

•石巧ストーフ''の捕修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の保有期間は製造打ち切り後7年です。 

■修理に出されるとさは 

•輸送時や運搬時に油タンク-定ミ由面器内に灯油び残ったままですと、傾きや振動でなミ由びこぼれることびありますので、 

_必す抜き取っでください。_ イ 
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吹田巿南を田 1-8-47 

吹田市南を田 1-8-47 

高松市今里町 1-8 -己 

京都市伏見区竹田段ノリ I 原の 70-1 

巧戸巿西区枝吉日-132 

彥根市正る寺の南出78 

福知山市荒;'可東の68 


信越. 
北陸地区 


新 潟る 店 
兰条サービスじンター 
新潟東営業所 
長野営業所 
松本薑業所 

金；尺 支店 

金おサービス t ンター 
富山営業所 
福片営業所 


関東地区 


東ミ毎地区 


近畿- 
四国地区 


中国地区 


九州地区 


広島市安佐南区巧圍 3-27-20 〒731 -0 138 

広島市を佐南区巧園 3-27-20 干731 -0 138 

岡山巿辰巴 35-1 03 干 700-0976 

米寺市目夕美の 235-1 干 683-0035 

周南市徳山享ーノ片手己631 -4 〒745-0882 

福岡市博多区東比恵 2-2-40 干81 2-0007 

福岡巿博多区東比恵 2-2-40 干81 2-0007 

北力/州市ル含北区愛若 2-6-4 〒803-0828 

鹿お島市田上 7-16-5 〒890-0034 

熊本市尾ノ上 1-11-12 干 862-0913 

長崎県西彼巧郡時津の左底郷お田 74- 1干851 -2 106 
富崎市霧島 3-59-2 〒880-0032 

大分市兰佐 1-19-7 〒870-0108 


TEU 082)871-3310( 代表） 
TEU 082)871-3315 (代表） 
TEU 086 に 43-7751 (代表） 
TEU 0859)33-81 57(代表） 
TEU 0834)22-5567( 代表） 

TEU 092)474-5771( 代表） 
TEU 092)474-6001 (代表） 
TEU 093)592-8611( 代動 
TEU 099)281- 1321(代表） 
TEU 096)367-7361 (代表） 
TEU 095)882-7710 (代表） 
TEU 0985)29-1680( 代動 
TEL (097)523-5161 (代表） 


FAX の 82)871-3306 
FAX の 82)871-0272 
FAX の 86)243-71 91 
FAX の 859)23-0709 
FAX の 834)22-5589 

FAX の 92)474 -日775 
FAX の 92)474-641 4 
FAX の 93)592-8666 
FAX の 99)281-12 己2 
FAX の 96)369-6323 
FAX の 95)882-7767 
FAX の 985)25-0685 
FAX の 97)523-51 62 


FAX の 6)6386— 7262 
FAX の 6)6386-5588 
FAX の 87)835-01 60 
FAX の 75)643-0870 
FAX (078)922-2438 
FAX の 749)26-21 16 
FAX (0773)23-7592 


谷ち屋市熱田区桜田の 16-11 
名ち屋市熱田区桜田町 16- 11 
静岡市駿;'可区高松 2-15-30 
岐章市六条南 2-7-8 
ま巿高茶屋 3-29-38 
沼ま市西椎路 888-1 


干 456-0004 TEL (日已 2)746-66 日0(代表） 
干 456- 0004 TEL の 52)746-6603( げ表） 
干 422-8034 TEL (0 己 4)238-000 日(代表） 
〒500 -8358 TEL (058)268-7 日日日(げ表） 

干51 4-0819 TEL (日己 9)234-847 1(代表） 
干41 0-0303 TEL (日已己)968 — 621日(イ表） 


FAX の己 2)884-6551 
FAX の己 2)884-6554 
FAX の 54)238-0006 
FAX の 58)268 - 7巳50 
FAX の59)2%—8472 
FAX の 55)968-621 2 


干11 4-0003 TEL (03)3927-1 151(代勤 

干1 14-0003 TEL の 3)391 1 -1 131(げ勤 
干11 4-0003 TEL (03)3927-11 52(げ動 

干1 90-001 1 TEL (042)519-5271 (代勤 

干 270-2222 TEU 047)312-8330( 代動 

干 245-0063 TEU 045)852-4008( げ勤 

干 409-3866 TEL (055)268-1 567(代表） 

干331 -08 12 TEL (048)65 1 - 1722(げ動 

干331 -08 12 TEL の 48) 65 1-1231 (代動 
干 370- 0007 TEU 027)361 -4806(げ勤 

干321 -0933 TEU 028)632-5105 (代動 

干 373-0825 TEL (0276)：38-6571 (代勤 

干31 0-0852 TEL (029)241-21 72(代動 

干 305-0861 TEL (029)839-5325 (代勤 


FAX の 3)3927-1 160 
FAX の 3)3927-1 130 
FAX の 3)3927-1 160 
FAX の 42)528-2:382 
FAX の 47)31 2-8338 
FAX の 45)852 - 5540 
FAX の 55)268- 1569 
FAX の 48)651-6370 
FAX の 48)651-6370 
FAX の 27)361-91 39 
FAX の 28)632-5205 
FAX の 276):38-5508 
FAX の 29)241-4268 
FAX の 29)836-1 913 


干 955-0864 TEU 0256)32-2126 (代表） 

干9己 5-0864 TEU 0256)32-2129( 代勤 

干 950-0855 TEL (025)286-9131 (代表） 

干 381-0022 TEL (026)221-5111 (代表） 

干 399-0033 TEL (0263)26-0051 (代表） 

干 920-0027 TEU 076 に 60-0567 (代表） 
干 920-0027 TEU 076)260 — 0038(代表） 

干 930-0985 TEU 076)444-0567 (代表） 

干91 8-8237 TEU 0776)23-0567 (代表） 


FAX の 256)3 日一8519 
FAX の 256)32-21 37 
FAX の2己) 286-331 3 
FAX の 26)221— 日039 
FAX の 263)2 日一9961 

FAX の 76)260-077 己 
FAX の 76)260-0738 
FAX の 76)444-061 1 
FAX の 776)23-0580 


東京都北区豊富 8-4- 8 
東京都北区豊島 8-4-8 
東京都北区豊島 8-4- 8 
立川市高松の 1-22-3 
松戸市高塚新田 95-5 
横お市戸塚区原宿4 了目 7-1 3 
山梨県中巨摩郡昭和の西条2491 -2 
さいたま市北区宮原の 1-674-2 
さいたま市北区宮原の 1-674-2 
高崎巿問屋町西 1-3-22 
宇都宮市藥瀬町2313 
太田市高林東の2375 
水戸市笠原の 653- 2 
つくば市谷田部 6788-1 9 


仙台市宮城野区曰ノ化町1 -7-32 
仙台市宮城野区日ノ化の1 -7-31 
郡山市亀田 1-51-9 
山形市東青田 3-6-28 
酒田市錦の1- 183-1 


干 983-003 己 
干 983-0035 
干 963-8033 
干 990-2423 


TEL の 22)235-31 81(代表） 
TEL のの) 783- 1791(代表） 
TEU 024)938-2240( 代表） 
TEU 023)642-32 己5(代表） 


FAX の 22)236-8810 
FAX の 22)783- 1792 
FAX の 24)938-3021 
FAX の 23)642-3254 


干 998-01 03 TEL (0234)31-0 己 7 U 代勤 FAX のの 4)31 -0581 


札幌市白石区平和通16 了目南 1-1 9 干003 -0028 

札幌市白5区米里3条2 了目 6-2 日 干003 -0873 

函館市西ち便の21 -2 干041 -0824 

旭川市ま旭川南1条2 了目 2-5 干 078-8261 

帯広市西18条北1 T 目1 7-1 〒〇 80-0048 

重川路市巧園町 4-1 7 〒〇 85-0038 

北見市美ち 679-1-30 〒日 90-0064 


TEUOl 1)864-0440 (代表） 
TEUOl 1)879-2121 (代表） 
TEUOl 38)48-6070( 代表） 
TEU 日 166)37-2330 (代表） 
TEUOl 55)3 己一7日18(代表） 
TEUOl 己 4)24-41 91(代表） 
TEUOl 57)26-21 03(代表） 


FAX (01 1)863-3154 
FAX の1 1)871-2000 
FAX の 1:38)48-6080 
FAX (0166)37-2338 
FAX の 155)35-7510 
FAX の 154)24-0451 
FAX の 157)26-21 07 


東北地区 


青 森ち 店 
青森サービスじンター 
秋田営業所 
秋田サービス它ンター 
八戸営業所 
八戸サービス它ンター 
弘前営業所 
弘前サービス它ンター 
盛岡営業所 
盛岡サービス它ンター 
水お営業所 


青森巿ち館1了目1 2-38 干 030-0946 

青森市ち館1 T 目1 2-38 干 030-0946 

秋田市泉中央4 了目 4-1 8 〒日1 0-091 7 

秋田市外旭川 S 千刈 109-1 干010 -0802 

ノ \戸市売市 4 T 目 4-7 〒〇31 -0073 

ノ \戸市売市 4 T 目 4-7 干031 -0073 

弘前市田園1 -2- 1 干 036-8086 

弘前市田園 1-2-1 〒〇 36-8086 

盛岡市門 2-1-42 〒日 20-0823 

盛岡巿門 2-1-42 干020 -0823 

奥州市水お区水お工業団地4 了目79 干 023-0002 


TEUOl 7)742-82 己5(代表） 
TEUOl 7)743-2971 (代表） 
TEU 018)864-5671( げ贵 
TEUOl 8)864 -日219(代表） 
TEUOl 78)24-5289 (代表） 
TEU 日 178)47-6609( 代表） 
TEUOl 72)28-3910( 代表） 
TEUOl 72)26-4770 (代表） 
TEUOl 9)622-4791 (代表） 
TEUOl 9)604-0281( 代動 
TEUOl 97)22-41 日5(代表） 


FAX (01 7)742-827 己 
FAX の 17)743-1 118 
FAX の 18)864-8468 
FAX (018)864-5760 
FAX の 178)45-4290 
FAX の 178)71-1:344 
FAX (01 72)28-01 91 
FAX の 172)29-1 133 
FAX (019)622-5244 
FAX (019)604-0283 
FAX の 197)22-4452 


北海道地区 


沖縄地区 


巧縄営業巧宜野這市宇地沿738 

シーサイド•パーク102 


干901 -2227 TEU 098)897-5677 (代表 ） FAX の 98)897-5679 


26098002 


本な•工場王条市東新保 7-7 于 955-8510 

柏崎工場柏崎市宝町2-日8 干 945-081 7 

長岡工場長岡市下条町含ノ浦1069于 940-1 146 


TEL (0256)32-21 11(大代表） 
TEL (02 已 7)23 — 517己(代表） 
TEL (0258)22-2121( 代表） 


お客様ご相談窓□一覧表 


修理サービスや製品についでのご相談は機種名をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のご相談窓□にご依頼ください。 

ご転居やご贈營品などでお困りの場合は、下記のおおくの窓□にご相談く 
ださい。 

名称、所な地、電話番号は、変更する場含びありますのでご3承ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどうぞ 


コ□ナサービスセンター 
於0120 -919-302 

^ (修理受付専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 


携帯電話 ‘ PHS 等からは 
最畜のサービスセンター 
へ直接おかけください。 
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